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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第１四半期連結累計(会計)期間 第44期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高                 （千円） 511,653 1,913,213

経常損失               （千円） 128,647 345,558

四半期（当期）純損失   （千円） 116,636 580,657

純資産額               （千円） 1,498,908 1,620,000

総資産額               （千円） 2,665,463 2,667,748

１株当たり純資産額       （円） 19.47 20.96

１株当たり四半期（当期）

純損失金額               （円）
1.57 7.81

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額 （円）
－ －

自己資本比率             （％） 54.3 58.4

営業活動による

キャッシュ・フロー     （千円）
△258,402 △755,849

投資活動による

キャッシュ・フロー     （千円）
7,086 172,253

財務活動による

キャッシュ・フロー     （千円）
149,341 253,908

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高   （千円）
891,901 991,903

従業員数                 （人） 95 69

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半

期（当期）純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当社の企業グループは、株式会社バーテックス リンク（当社）、子会社８社（国内６社、海外２社）及び関連会社

１社（国内）により構成されており、当第１四半期連結会計期間から事業の種類別セグメントを下記のとおり変更

しております。

　当第１四半期連結会計期間における、各部門に係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね次のとお

りであります。

[事業の内容]

事業区分 事業内容 取扱会社

ＩＴ関連事業

（注）１

・ＵＲＬフィルタリング、コンテンツセキュリ

ティ、レポーティング、暗号、コンピュータペス

ト対策、遠隔監視システム

・リチウムイオンバッテリー他電子部品

・パソコン用内蔵電源装置

株式会社バーテックス リンク

Vertex Link (Asia) Limited

（香港）

企業再生再編支援等・投融資

関連事業

（注）２

・企業再生再編支援（Ｍ＆Ａ仲介、資金調達仲

介、再生コンサルティング、事業承継コンサル

ティング、企業調査）事業

・会計等業務アウトソーシング事業

・人材（専門職、専任職等）紹介事業

・その他投融資関連事業

Ｍ＆Ａグローバル・パートナーズ株式

会社

株式会社アガットコンサルティング

日本キャリア・パートナーズ株式会社

セールスプロモーション事業

（注）３

・メーリング事業

・マーケティング（Ｗｅｂサイト構築等）事業

・金融ソリューション事業

株式会社ジオブレイン

コンテンツ・メディア・ミックス株式

会社

フィナンシャルサービス事業

（注）４
・消費者金融事業 Your Capital Co.,Limited（韓国）

その他事業 ・複合部材事業
株式会社エー・エム・コンポジット

株式会社エー・エム・テクノロジー

（注）１．ＶＯＤ（ビデオ・オン・デマンド）事業につきましては、前連結会計年度に当初予想していた収益を上げる

に至らず、当社グループとして当該事業の方向性を検討した結果、当社は当該事業部門からの撤退を決定しまし

た。

その結果、平成20年４月に、前連結会計年度において当社の連結子会社であった株式会社シーサイドの株式の

88％を売却し、同社は当社の関係会社ではなくなりました。

２．前連結会計年度において「企業再生支援・投融資関連事業」に区分しておりました消費者金融事業を分割い

たしました。

また、従来の「企業再生支援・投融資関連事業」につきましては、企業に対する「経営管理・人材・財務」を

中心としたサポート事業として、即ち、再生企業へのＭ＆Ａ・資金調達等の仲介業務、事業承継企業等への企業

価値算定のコンサルティング業務、経営管理機能構築及び事務処理受託等業務、専門職・専任職等の人材紹介サ

ポート業務を展開する事業として、セグメントの名称を「企業再生再編支援等・投融資関連事業」に変更して

おります。

３．前連結会計年度において「ロジスティックマネジメント事業」としていた事業は、メーリング配送等を主体

としたクロスメディアプロモーション業務でありましたが、事業価値の向上を図るために、メーリング配送業務

については企画提案よりの営業推進、Ｗｅｂサイト構築コンサルティング業務の拡張と金融ソリューション業

務サービスの立ち上げを行うことにより、企画提案事業を主体とした事業への転換を図りました。

これに伴い、セグメントの名称を「セールスプロモーション事業」に変更しております。

４．前連結会計年度において「企業再生支援・投融資関連事業」に区分しておりました消費者金融事業につい

て、顧客が企業（Ｂ to Ｂ）ではなく個人（Ｂ to Ｃ）であること及び受取利息の収益構造より判断し、個人対象

の消費者金融業の実態に合わせるため、「企業再生支援・投融資関連事業」より分割し、「フィナンシャルサー

ビス事業」として区分することにいたしました。
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３【関係会社の状況】

   当第１四半期連結会計期間において、次の連結子会社については所有株式の88％を譲渡したため、関係会社ではな

くなりました。　

名称 住所
資本金

（千円）
主要な事業の内容

議決権の所有割合

（％）
関係内容

　株式会社シーサイド 　東京都千代田区 80,000 ＩＴ関連事業 100 　役員の兼任あり

　（注）主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 95  

　（注）１．従業員数は就業人員であり、平均臨時雇用者数は従業員数の10％未満であるため記載しておりません。

２．従業員数が当第１四半期会計期間において26人増加しておりますが、その主な理由は、企業再生再編支援等

・投融資関連事業の積極的な事業展開を進めていくための体制を整備したことによるものであります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 7  

　（注）従業員数は就業人員であり、平均臨時雇用者数は従業員数の10％未満であるため記載しておりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

　当社及び連結子会社は卸売形態等の商活動を行っており、また当社グループのＩＴ関連事業の一部は受注販売活

動を行っておりますが、いずれも受注から納品までの期間が短く受注実績が比較的僅少なため、その状況は記載し

ておりません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

ＩＴ関連事業 72,563

企業再生再編支援等・投融資関連事業　 90,302

セールスプロモーション事業　 216,357

フィナンシャルサービス事業 132,429

その他事業 －

合    計 511,653

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．当第１四半期連結会計期間の主な販売実績については、その総販売実績に対する割合が100分の10以上の販

売先がありませんので、記載を省略しております。

３．当第１四半期連結会計期間から事業の種類別セグメントを変更しております。変更の内容については、「第

５　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報）」に記載のとおりであります。

４．上表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

   当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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３【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

(1） 業績の状況

     当第１四半期連結会計期間における我が国の経済は、米国の金融システム不安による景気後退懸念を発端とし

た世界同時株安、原油や鉄鋼製品等の資材・資源関連価格の高騰及び大豆・米等の食糧価格等の急騰による食糧

危機等の不安定な世界経済の中で、企業収益の伸び悩みや設備投資の抑制等による企業景況感の減速下、消費者

物価の上昇傾向等及び可処分所得の停滞等に伴い、個人消費回復の減速の下で推移しました。

　このような状況下、当社グループの当第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日ま

で）の経営成績は、売上高は511百万円となり、利益面では改善の兆しが見られ、営業損失は61百万円となりまし

たが、過去の投資事業の一つである持分法適用会社株式会社エー・エム・テクノロジーの投資損失(66百万円)を

計上したこと等により、経常損失は128百万円となり、四半期純損失は116百万円となりました。

　       事業の種類別セグメントの業績における概要は以下のとおりです。

① ＩＴ関連事業　

　   　ネットワークセキュリティ事業につきましては、当事業の合理化及び既存顧客の競合製品への乗り換え等厳

しい状況下にはありますが、計画通り堅調な業績で推移しております。

  ＶＯＤ（ビデオ・オン・デマンド）事業につきましては、前連結会計年度に当初予想していた収益を上げ

るに至らず、当社グループとして当該事業の方向性を検討した結果、当社は当該事業部門からの撤退を決定

し、当社の子会社である株式会社シーサイドの株式を、平成20年４月17日に一部を残し売却いたしました。

この結果、ＩＴ関連事業における売上高は72百万円、営業利益は９百万円となりました。

② 企業再生再編支援等・投融資関連事業

　　        企業再生再編支援等事業につきましては、前連結会計年度より継続しております大型企業再生支援案件の受

注が好調であり、ほぼ計画通りの売上高を計上しておりますが、それに対して販売費及び一般管理費が膨らん

だこと等の理由により、当初計画の業績を達成するには至っておりません。今後新規案件の受注が見込まれて

おり、業績は回復傾向に向かっております。

一方、資金調達仲介業務については、前連結会計年度から継続して行われてきたＭ＆Ａ資金調達及び事業会

社運転資金調達の案件が成果を生み出しつつあり、当初予想していた以上の収益を上げることができました。

また、前連結会計年度末に新規事業として進出しました人材紹介事業につきましては、事業の立ち上げの初

期段階としましては、求職者登録数・求人紹介契約先が予定を上回る順調な滑り出しとなり、第２四半期連結

会計期間より売上への貢献が計画通りに推移すると予測しております。

この結果、企業再生再編支援等・投融資関連事業における売上高は100百万円、営業損失は15百万円となり

ました。

　     ③ セールスプロモーション事業　

セールスプロモーション事業につきましては、メーリング事業では既存顧客への企画提案営業の推進によ

り計画通り堅調な売上の確保が出来たこと、マーケティング事業では前連結会計年度より立ち上げを計画し

ていた新規大口案件が結果を出しつつあり順調な推移を見せていること、金融ソリューション事業では既存

事業の安定確保と新規ビジネスへの企画提案による業務が計画通り収益を上げたこと等により、堅調な業績

で推移しました。

この結果、セールスプロモーション事業における売上高は218百万円、営業利益は３百万円となりました。

       　④ フィナンシャルサービス事業

　       　フィナンシャルサービス事業につきましては、前連結会計年度に連結子会社化した韓国の消費者金融事業者

であるYour Capital Co., Limited（以下「ユア・キャピタル社」）の営業貸付資金の資金調達の遅れはあるもの

の、実績は堅調に推移しており、収益も計画どおりに確保されております。

この結果、フィナンシャルサービス事業における売上高は132百万円、営業利益は13百万円となりました。

　       ⑤ その他

　         その他事業につきましたは、持分法適用会社の株式会社エー・エム・テクノロジーの業績不振と量産化体制

の遅れ等により、同社の事業継続性に疑義が生じているため、複合部材の販売事業は見直しを検討しておりま

す。なお、同社の投資に対する再評価を実施し、前述の通りに投資損失を計上しております。

  管理部門につきましては、前連結会計年度に行われた費用削減のためのリストラクチャリングがほぼ完了

し、当第１四半期連結会計期間は計画通りの推移となっております。今後も計画通りに推移すると予測してお

ります。
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所在地別セグメントの業績における概要は、以下のとおりです。

① 日本

ＩＴ関連事業、企業再生再編支援等・投融資関連事業、セールスプロモーション事業を中心に、売上高379百

万円、営業利益０百万円となりました。

② アジア

フィナンシャルサービス事業を中心に、売上高134百万円、営業利益12百万円となりました。

　  (2）キャッシュ・フローの状況

　       当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、891百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　　   （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　      「営業活動によるキャッシュ・フロー」は258百万円の減少となりました。主なプラス要因は、売掛金の回収47

百万円であり、主なマイナス要因は、税金等調整前四半期純損失115百万円、営業貸付金233百万円の増加であり

ます。

     　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は７百万円の増加となりました。主な要因は、連結範囲の変更を伴う子

会社株式の売却収入による６百万円であります。

     　（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は149百万円の増加となりました。主な要因は、長期借入金の調達206

百万円と長期借入金の返済43百万円によるものであります。

  　(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

    　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

  　(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

　(2）設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000,000

計 180,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 74,330,896 74,330,896 ジャスダック証券取引所 －

計 74,330,896 74,330,896 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

  平成16年11月８日取締役会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数（個） 12,050

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 12,050,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 153

新株予約権の行使期間
自　平成16年12月16日

至　平成20年12月14日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　154

資本組入額　 　77

新株予約権の行使の条件 一部行使はできないものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項  － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

その他提出会社に対して旧商法に基づく新株の発行を請求できる権利（ストックオプション）に関する事

項は、次のとおりであります。

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数 －

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 3,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,097

新株予約権の行使期間
自　平成12年７月１日

至　平成21年６月29日
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第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　1,097

資本組入額　  　549

新株予約権の行使の条件

当社の取締役又は従業員であること。

　定年を過ぎた後引き続き当社の嘱託社員であること。

　会社都合による退職後一年以内であること。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株引受権の譲渡、質入その他の処分及び相続は認めな

い。

代用払込みに関する事項  － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（３）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成20年４月１日から

平成20年６月30日
－ 74,330,896 － 3,902,231 － 1,333,491

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

　          当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないことか

ら、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。 

①【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年３月31日現在

区分 株式数（株）  議決権の数（個） 内容

無議決権株式　　　 　－    　　－    　　－    

　議決権制限株式（自己株式等） 　－    　　－    　　－    

　議決権制限株式（その他） 　－    　－    　－    

　完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　      19,000   　   －    　－    

　完全議決権株式（その他） 　普通株式    74,265,000   74,265   　－    

単元未満株式 　普通株式        46,896   －    　 　－    

　発行済株式総数 74,330,896   －    　 　－    

　総株主の議決権 －     　 74,265   －    

 （注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が101,000株（議決権の数101個）が含ま

れております。　

②【自己株式等】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年３月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数

の合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

株式会社

バーテックス リンク

東京都千代田区

神田錦町三丁目15番地
　19,000  　－   19,000  　0.03    

計 　 　19,000  　－   19,000   　0.03    

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

最高（円） 25 20 19

最低（円） 17 16 16

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、公認会計士土井充氏及び公認会計士大村醇吉氏による四

半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 851,141 870,583

売掛金 ※2
 183,773

※2
 257,917

仕掛品 7,877 1,406

営業貸付金 ※2, ※3
 1,171,992

※2, ※3
 943,509

その他 ※2
 138,377

※2
 210,564

流動資産合計 2,353,162 2,283,981

固定資産

有形固定資産 ※1
 35,147

※1
 36,933

無形固定資産

のれん 66,918 71,772

その他 13,755 21,130

無形固定資産合計 80,674 92,903

投資その他の資産 ※2
 196,478

※2
 253,929

固定資産合計 312,301 383,766

資産合計 2,665,463 2,667,748

負債の部

流動負債

買掛金 79,451 116,312

短期借入金 193,610 192,090

1年内返済予定の長期借入金 317,051 208,122

未払法人税等 24,376 35,319

賞与引当金 23,275 10,709

その他 130,194 106,734

流動負債合計 767,958 669,287

固定負債

社債 79,482 92,001

長期借入金 314,419 279,411

退職給付引当金 984 649

役員退職慰労引当金 360 3,048

その他 3,350 3,350

固定負債合計 398,596 378,459

負債合計 1,166,554 1,047,747
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 3,902,231 3,902,231

資本剰余金 1,333,491 1,333,491

利益剰余金 △3,754,267 △3,640,348

自己株式 △2,846 △2,844

株主資本合計 1,478,608 1,592,529

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △326 △470

為替換算調整勘定 △31,253 △34,461

評価・換算差額等合計 △31,579 △34,931

新株予約権 12,050 23,800

少数株主持分 39,829 38,602

純資産合計 1,498,908 1,620,000

負債純資産合計 2,665,463 2,667,748
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

売上高 511,653

売上原価 295,262

売上総利益 216,391

販売費及び一般管理費 ※
 277,607

営業損失（△） △61,216

営業外収益

受取利息 1,720

その他 479

営業外収益合計 2,200

営業外費用

支払利息 71

持分法による投資損失 66,654

為替差損 2,705

その他 199

営業外費用合計 69,631

経常損失（△） △128,647

特別利益

関係会社株式売却益 19,927

新株予約権戻入益 11,750

その他 7,678

特別利益合計 39,356

特別損失

貸倒引当金繰入額 21,860

その他 4,682

特別損失合計 26,542

税金等調整前四半期純損失（△） △115,833

法人税、住民税及び事業税 10,571

法人税等調整額 △4,278

法人税等合計 6,292

少数株主損失（△） △5,489

四半期純損失（△） △116,636
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △115,833

貸倒引当金の増減額（△は減少） 32,039

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,566

受取利息及び受取配当金 △1,721

支払利息 71

持分法による投資損益（△は益） 66,654

新株予約権戻入益 △11,750

関係会社株式売却損益（△は益） △19,927

売上債権の増減額（△は増加） 47,762

営業貸付金の増減額（△は増加） △233,759

仕入債務の増減額（△は減少） △36,883

その他 17,528

小計 △243,251

利息及び配当金の受取額 1,946

利息の支払額 △73

法人税等の支払額 △17,022

営業活動によるキャッシュ・フロー △258,402

投資活動によるキャッシュ・フロー

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

6,322

その他 764

投資活動によるキャッシュ・フロー 7,086

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 206,200

長期借入金の返済による支出 △43,454

社債の償還による支出 △13,403

その他 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 149,341

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,973

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △100,001

現金及び現金同等物の期首残高 991,903

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 891,901
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　当社グループは、前連結会計年度まで継続的に営業損失を計上しており、当第１四半期連結累計期間においても61,216

千円の営業損失及び258,402千円の営業キャッシュ・フローの支出を計上しております。

　これにより、当社グループには継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

連結財務諸表提出会社である当社は当該状況を早期に解消すべく、当連結会計年度より積極的な事業展開を進めて

まいります。

　前連結会計年度に株式を取得し連結子会社といたしました韓国の消費者金融事業会社ユア・キャピタル社への積極

的な投資を行い、営業貸付金の拡大に努めるとともに債権管理の強化を図って、事業収益拡張に努めるとともに確実な

営業利益の増進を図ってまいります。

　国内においては、連結子会社のＭ＆Ａグローバル・パートナーズ株式会社と株式会社アガットコンサルティングは、

企業再生再編のＭ＆Ａ仲介・資金調達仲介・事業承継ビジネスサポート・経営管理コンサルティング・管理機能サ

ポートの各事業を強化して、売上・営業利益の拡大を図ってまいります。また、新規事業として人材紹介事業を開始し

た日本キャリア・パートナーズ株式会社は、第２四半期連結会計期間より当初計画の事業スタートが出来る体制を整

えましたので、売上拡大への役割を担えるものと期待しております。

　なお、既存事業会社の株式会社ジオブレインは、事業内容の見直しを行い、メーリング配送中心の事業より企画営業提

案事業による付加価値向上を目指すために、セールスプロモーション事業としてメーリング事業の企画提案営業業務

への転換・Ｗｅｂサイト構築業務・金融ソリューション業務に取組んで売上拡大と収益増進を図ってまいります。

　当社事業のＩＴ関連事業については、事業の採算性を確保するために個別顧客のサポート体制の整備と営業力を強化

し、ＯＥＭ・ＯＤＭ販売についても採算性重視の取引を行っております。

　経営管理面では、当社を中心としたグループ統制の機能を強化して、管理業務のスリム化と情報の共有化及び事業シ

ナジーを発揮する体制を構築してまいります。

　四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表

には反映しておりません。
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更

平成20年４月17日に連結子会社である株式会社シーサイドの所有株式の88%を第三

者に譲渡したため、同社は当社の連結子会社ではなくなり、連結の範囲から除外してお

ります。

 （2）変更後の連結子会社の数

８社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による

原価法によっておりましたが、当第1四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主

として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）により算定しております。　　　　

　なお、これによる損益に与える影響はありません。

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見

積高を算定しております。

２．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加減算項目等を重要なものに限定しておりま

す。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等か

つ一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末に

おいて使用した将来の事業予測やタックスプランニングを利用する方法によっており

ます。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、42,084千円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、41,757千円であ

ります。

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　 流動資産 101,503千円

投資その他の資産 4,353千円

　 流動資産 68,107千円

投資その他の資産 5,562千円

 ※３　担保資産

　　 担保に供されている資産で、事業の運営において重要

なものでり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著

しい変動が認められるものは、次のとおりでありま

す。 

営業貸付金 980,278千円

 ※３　担保資産

　　

 

 

営業貸付金 131,430千円

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　給与手当　　　 56,514 千円

　賞与引当金繰入額 3,708 千円

　貸倒引当金繰入額 21,049 千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

　現金及び預金勘定 851,141 千円

　取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資（流動資産（その他））　 40,760 千円

　現金及び現金同等物 891,901 千円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至

　平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　74,330 千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　19 千株

３．新株予約権等に関する事項

　 ①新株予約権の目的となる株式の種類　　　　　　普通株式

   ②新株予約権の目的となる株式の数　　　　　　　12,050 千株

　 ③新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　　　12,050 千円（親会社　12,050千円）

４．配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）
 

ＩＴ関連
事業
（千円）

企業再生
再編支援
等・投融
資関連事
業
（千円）

セールス
プロモー
ション事
業
（千円）

フィナン
シャル
サービス
事業
（千円）　

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高         

(1）外部顧客に対す

る売上高
72,563 90,302 216,357 132,429 ― 511,653 ― 511,653

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

95 10,179 2,525 ― ― 12,800 (12,800) ―

計 72,659 100,481 218,883 132,429 ― 524,454 (12,800) 511,653

営業損益（△は損

失）
9,329 △15,449 3,207 13,676 △147 10,615 (△71,831) △61,216

（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分に属する主要な製品又は事業の内容等

事業区分 主要な製品又は事業の内容等

ＩＴ関連事業

・ＵＲＬフィルタリング、コンテンツセキュリティ、レポーティング、

暗号、コンピュータペスト対策、遠隔監視システム

・リチウムイオンバッテリー他電子部品

・パソコン用内蔵電源装置

企業再生再編支援等・投融資関連

事業

・企業再生再編支援（Ｍ＆Ａ仲介、資金調達仲介、再生コンサルティン

グ、事業承継コンサルティング、企業調査）事業

・会計等業務アウトソーシング事業

・人材（専門職、専任職等）紹介事業

・その他投融資関連事業

セールスプロモーション事業

・メーリング事業

・マーケティング（Ｗｅｂサイト構築等）事業

・金融ソリューション事業

フィナンシャルサービス事業 ・消費者金融事業

その他事業 ・複合部材事業

３．事業区分の名称の変更

従来の「企業再生支援・投融資関連事業」につきましては、企業に対する「経営管理・人材・財務」を中

心としたサポート事業としての位置づけを明確にするために、「企業再生再編支援等・投融資関連事業」に

名称を変更いたしました。

また、従来の「ロジスティックマネジメント事業」としていた事業はメーリング配送等を主体としたクロ

スメディアプロモーション業務でありましたが、事業価値の向上を図るために、企画提案事業を主体とした事

業への転換を図ったため、「セールスプロモーション事業」に名称を変更いたしました。

　　　　４. 事業区分の方法の変更

　　　　　　従来、「企業再生支援・投融資関連事業」に区分しておりました消費者金融事業について、顧客が企業（Ｂ to 

Ｂ）ではなく個人（Ｂ to Ｃ）であること及び受取利息の収益構造より判断し、個人対象の消費者金融業の実

態に合わせるため、「企業再生再編支援等・投融資関連事業」より分割し、「フィナンシャルサービス事業」

として区分することにいたしました。

この結果、従来の方法に比較して当第１四半期連結累計期間の「企業再生再編支援等・投融資関連事業」

の売上高は132,429千円（うち、外部顧客に対する売上高は132,429千円）減少し、営業利益は13,676千円減少し

ております。 
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【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 379,331 132,322 511,653 ― 511,653

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― 1,729 1,729 (1,729) ―

計 379,331 134,051 513,383 (1,729) 511,653

営業損益

（△は損失）
746 12,096 12,842 (△74,059) △61,216

（注）１．国又は地域の区分の方法

地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

アジア：中国（香港）、韓国

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日）
 

アジア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 132,322 132,322

Ⅱ　連結売上高（千円） ― 511,653

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 25.9 25.9

（注）１．国又は地域の区分の方法

地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

アジア：中国（香港）、韓国

３．海外売上高は、連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 19円47銭 １株当たり純資産額 20円96銭

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 １円57銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失である

ため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損失金額（千円） 116,636

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 116,636

普通株式の期中平均株式数（千株） 74,311

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　重要な変動はありません。
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（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　当社の連結子会社であるYour Capital Co.,Limited（ユア・キャピタル社）は、平成20年７月３日開催の同社取締役会決

議に基づき、第三者割当による新株の発行を行いました。その概要は次のとおりです。

①発行する新株式数 3,064,000 株　　

②発行価額 １株につき1,000 ウォン（102.35 円）

③発行価額の総額 3,064 百万ウォン（約 313百万円）

④発行価額中資本に組入れる額 １株につき1,000 ウォン（102.35 円）

⑤資本組入額の総額 3,064 百万ウォン（約 313百万円）

⑥増資後発行株式数 4,000,000 株　

⑦増資後の資本金の総額 3,532 百万ウォン（約 361百万円）

⑧払込期日　 平成20年７月７日

⑨割当先、株式数及び引受価額 　

　Onuri International Inc.（韓国） 1,504,560 株（49.10%）

 1,504 百万ウォン（約 153百万円）

　当社　　　　　　　　 　　　 1,559,440 株（50.90%）

 1,559 百万ウォン（約 159百万円）

なお、新株発行後の当社所有株式数および所有割合は以下のとおりです。

    ① 当社所有株式数　　　1,959,440 株

　　② 当社所有割合　　　　48.99%

（リース取引関係）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社　バーテックス　リンク(E02738)

四半期報告書

24/25



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月８日

株式会社バーテックス リンク

取締役会　御中

土井・大村公認会計士共同事務所

 公認会計士 土　井　　　充　　㊞

 公認会計士 大　村　醇　吉　　㊞

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社バーテックス 

リンクの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半

期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社バーテックス リンク及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

１．継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に記載のとおり、会社は前連結会計年度まで継続的に営業損失

を計上し、当第１四半期連結累計期間においても61,216千円の営業損失及び258,402千円の営業キャッシュ・フローの支

出を計上しており、継続企業の前提に重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営計画等は当該注記に記載され

ている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を反映していない。

２．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社はたな卸資産の評価

基準及び評価方法を変更した。

３．事業の種類別セグメント情報に記載されているとおり、会社は事業区分の方法を変更した。

４．重要な後発事象に記載されているとおり、連結子会社であるYour Capital Co.,Limitedは、平成20年７月３日開催の同社

取締役会決議に基づき、第三者割当による新株の発行を行った。

　会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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